
特定非営利活動法人 CR ファクトリー      （２０１７年７月 1 日作成） 
 
 

会員規約 
 
この会員規約（以下「本規約」といいます）は、特定非営利活動法人 CR ファ

クトリー（以下「当法人」といいます）と、特定非営利活動法人 CR ファクト

リーの会員（以下「会員」といいます）との間に適用する。 
 

第１章 総則 
 

第１条（名称） 
この法人は、特定非営利活動法人 CR ファクトリーという。 
 
第２条（主たる事務所） 
この法人は、主たる事務所を東京都港区芝４丁目７番１号西山ビル４階に    

置く。 
 
第３条（会員規約の適用） 
当法人は、会員との間に本規約を定め、これにより当法人の運営を行う。また、

当法人が随時発表する諸規定も、本規約の一部を構成する。 
 
第４条（会員規約の変更） 
当法人は、円滑な運営のために必要と判断される場合、理事会の議決を経て、

本規約を変更することがある。 
 
第５条（用語の定義） 
規約において使われる用語について、次の各項に定義する。 
２．会員とは、当法人の全ての種別の会員の総称とする。 
３．正会員とは、当法人の目的及び趣旨等に賛同し、別に定められた年会費を

支払い、当法人に入会を認められた個人及び団体の会員をいい、総会での議決

権を有す。 



４．賛助会員とは、当法人の目的及び趣旨等に賛同し、別に定められた年会費

を支払い、当法人に入会を認められた個人及び団体の会員をいい、総会での議

決権はなく、総会では参考意見を述べることが出来る。 
 

第２章 運営・事務局 
 

当法人の運営、管理、企画、広報、庶務全般を遂行総括するため、事務局を設

置する。事務局は事務局長 1 名を設置し、事務局長が、事務局を総括する。 
 

第３章 総会の開催 
 

事務局は、年に 1 回定期的に総会を開催し、当法人の活動現況、活動実績、会

計報告等を所定の会員に実施しなければならない。各会の構成、招集、開催、

議決方法、機能については、事務局が別途定める。  
 

第４章 入会申込等 
 
第１条 （入会申込） 
入会の申込をする方は、当法人が別に定める年会費を払込み、入会申込書に必

要事項を記入し、当法人に提出することとする。 
 
第２条 （入会の成立） 
入会は、当法人が別に定める年会費の払い込および、入会申込書を受理し、入

会申込に対して、事務局がこれを確認したときに成立する。 
 
第３条 （入会申込の拒絶） 
当法人は、入会申込者が次の各号に該当する場合は、入会を認めない場合があ

る。 
（１）申込書に偽名等の虚偽の事項を記載した場合 
（２）入会申込者が本規約に反し、また、反するおそれのある場合 
（３）その他、前各号に準ずる場合で、当法人が入会を適当でないと判断した

場合 
 



第 4 条 （会員資格有効期間） 
入会時の会員資格有効期限の起算日は、入会が成立した日とする。 
２．有効期間は入会が成立した日から翌年 6 月 30 日とする。 
３．以降は、会員の意思により期限内に年会費の払込みがある場合、第 4 項 2 
の有効期限設定方法により更新される。 
 

第５章 会員の権利 
 
第１条 （会員の権利） 
正会員は総会の議決権を有す。一会員につき１議決権となる。また、正会員は、

活動、事業に参加し、会報・リポート等の情報を受け、ホームページ等情報交

換の場に参画できる。 
２．賛助会員は総会での議決権は有さず、総会において参考意見を述べること

ができる（会員規約第１章総則５条４項参照）。また、賛助会員は、活動、事業

に参加し、会報・リポート等の情報を受け、ホームページ等情報交換の場に参

画できる。 
 

第６章 入会申込記載事項の変更等 
 
第１条 （個人会員の資格・権利継承） 
個人の資格で入会した会員が退会あるいは死亡した場合には、当該会員の会員

資格・権利は失われる。第三者への資格・権利継承はできない。 
 
第２条 （団体会員の資格継承） 
団体の資格で入会した会員が、合併等により会員の資格が継承された場合、当

該資格を継承した団体会員は、速やかに書面によりその旨を当法人に通知する

必要がある。 
２．第４章３条の（入会申込の拒絶）の規定は前項の場合についても準用する。 
 
第３条 （会員の氏名及び名称等の変更） 
会員は、その氏名、名称、住所等に関する事項に変更があったときは、速やか

に事務局が定める方法で、その旨を当法人に通知する必要がある。 
 



２．前項に規定変更通知の不在によって、当法人からの会員への通知、書類等

が遅延または不達になったとしても、当法人はその責を負わないものとする。 
 

第７章 会員資格の停止 
 
第１条 （会員資格の停止・除名） 
当法人は、会員が次の各号のいずれかに該当する場合は、理事会の議決をもっ

て当該会員に対し事前に通知及び勧告することなく、当該会員の資格を停止ま

たは除名することがある。この場合には、当法人は、当該会員に対し、支払済

みの年会費等の全額を返還しないこととする。 
 
（１）入会申込みあるいは、継続の意思の確認後、3 ヶ月間年会費が支払われ

ないとき 
（２）内外の諸法令または公序良俗に反する行為を行ったとき 
（３）当法人、他の会員または第三者の商標権、著作権、財産、プライバシー

を侵害した場合 
（４）当法人、他の会員または第三者を誹謗中傷する情報を流したとき 
（５）入会申込書に虚偽の事項を記載したことが判明したとき 
（６）当法人の名誉と信用を失墜させる行為があったとき 
（７）当法人が主催する行事、もしくは承認したグループ（団体）内で、営業

活動、営利を目的とした行動、求人または勧誘活動を行なったとき（ただし、

当法人が別途承認した場合は、承認の範囲内で営業活動を行なうことができる

ものとする） 
（８）この会員規約に違反した場合 
（９）その他、当法人が会員として不適当と判断した場合 
 

第８条 会員資格の解除 
 
第１条 （会員資格の解除） 
会員は当法人に対し、書面で通知することにより、会員の資格を解除すること

ができる。解除の効力は当該通知に指定された日時に生じるものとする。 
２．前項の規定により、会員資格が解除された場合、すでに支払済みの年会費



等の返還を受けることはできない。 
 

第９章 会員資格の継続  
 
第１条 （会員資格の継続） 
会員資格有効期間が満了する場合には、当法人の用いる方法により、継続のた

めの案内を会員に通知する。 
２．会員資格は、当法人の定める方法による年会費の払込みが当法人に確認さ

れることをもって継続されるものとする。 
３．一度払い込まれた年会費の返還は受けられない。 
 

第１０章 会員証の発行 
 
第１条 （会員証の発行） 
当法人は、会員に対し、1 枚の有効期限を明示した会員証を発行する。 
２. 会員資格の有効期間は、会員証に示されるところの有効期間内とする。 
３. 会員証は当該会員以外のものに使用許諾、貸与、譲渡、相続等をすることは

できない。 
４. 会員証は、当該会員が会員資格を失った場合あるいは、有効期限が過ぎた場

合、その効力は失われる。 
 

第１１章 会員資格有効期間終了に伴う措置 
 
第１条 （措置） 
会員資格有効期間が過ぎ、当法人からの通知のあとも、当法人が当該会員の更

新の意思及び年会費の払込みを確認できず、会員資格の更新がなされない場合、

またはその他の事由によって当該会員の会員資格が失われた場合は、会員の権

利の行使を停止し、当法人に対し債務があった場合はすみやかに清算すること

とする。 
 
 
 



第１２章 商号及び商標等の利用 
 
第１条 （商号及び商標等の利用） 
当法人が定めた商号及び商標等を、利用する場合は、理事会の承認を経て、場

合によっては一定の利用料を徴収するものとする。 
 

第１３章 知的財産権 
 
第１条 （知的財産権の権利帰属） 
正会員は、本規約に定めるところにより、当法人に参加した際に、正会員にお

いて考案された独創的なアイデア及び独創的な表現（創作活動、実演・芸能活

動）、並びに氏名肖像、キャラクターなどの知的財産に関わる権利は、何ら制限

を付すことなく無条件に当法人に帰属する。当法人は、これらの諸権利を何ら

制限を付すことなく、自由に使用、処分することができる。また、正会員は、

自らの独創的な考案、表現及び当該知的財産に関して、他人の権利をも一切侵

害していないこと、そして万一他人の権利を侵害した場合は、自らの責任と負

担において解決することを保証する。 
 

第１４章 損害賠償 
 
第１条 （損害賠償） 
会員が、本規約及び本規約に基づく諸規則に反し、またはそれに類する行為に

よって当法人が損害を受けた場合、当該会員は、当法人が受けた損害を当法人

に賠償することとする。 
２．会員資格が解除された場合も、前項の規定は継続される。 
 

第１５章 免責事項 
 
第１条 （免責事項） 
当法人は、会員及び会員相互、会員と第三者との間で生じたトラブルに関して

は、一切責任を負わないものとする。 
 



第１６章 守秘義務 
 
第１条 （守秘義務） 
会員は、当法人の活動に参加する中で知り得た機密情報に関しては、第三者に

対して開示・漏洩してはなりません。 
 

第１７条 会員情報の取り扱い 
 
第１条 （個人情報の取り扱い） 
会員が申込書、アンケート等に記載した情報(以下､｢会員情報｣と言います)を厳

重に保管します。当法人は､正当な理由がある場合を除いて第三者に会員情報を

開示することはありません。 
 

第１８章 その他 
 

第１条 （定款による規約の準拠） 
この規定に定めない事項及び運用については、別途定められるところの定款に

準じて定められるものとする。 
 
第２条 （規定の追加） 
本規約に定めのない事項で、必要と判断される事項については、理事会の議決

を経て、順次定めるものとする。 


